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総
会
招
集
通
知
と
意
思
表
示
の
効
力
発
生
時
期

　
　
－
民
法
六
二
条
と
九
七
条
の
立
法
審
議
過
程
に
お
け
る
論
争
に
関
連
し
て
ー

内

池

慶

四

郎

総会招集通知と意思表示の効力発生時期

一
　
間
題
の
所
在

二
　
民
法
典
起
草
過
程
に
お
け
る
論
議

　
e
民
法
六
二
条
の
審
議

口
　
民
法
九
七
条
の
審
議

三
　
民
法
六
二
条
と
九
七
条
の
関
係

　日　招集の

法
的
性
質
に
つ
い
て

　
口
　
招
集
の
法
的
処
理
に
つ
い
て

四
　
関
連
問
題

　
e
　
期
間
遵
守
と
発
信
主
義
の
区
別
に
つ
い
て

知
と
発
信
・
到
達
の
問
題
に
つ
い
て

五
　
結
　
び
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一
　
問
題
の
所
在

　
民
法
六
二
条
は
「
総
会
ノ
招
集
ハ
少
ク
ト
モ
五
日
前
二
其
会
議
ノ
目
的
タ
ル
事
項
ヲ
示
シ
定
款
二
定
メ
タ
ル
方
法
二
従
ヒ
テ
之
ヲ

為
ス
コ
ト
ヲ
要
ス
」
と
規
定
し
て
い
る
が
、
そ
の
招
集
の
通
知
の
法
的
性
質
や
発
信
な
い
し
到
達
の
要
否
あ
る
い
は
「
五
日
前
」
の

期
限
の
起
算
時
期
等
の
解
釈
に
つ
い
て
学
説
の
争
い
が
あ
る
こ
と
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。
現
在
の
学
界
に
お
け
る
圧
倒
的
多
数

説
は
、
五
日
前
に
通
知
を
発
し
ま
た
は
公
告
を
す
れ
ば
充
分
で
あ
る
と
し
て
、
通
知
の
発
信
を
必
要
と
し
且
つ
そ
れ
で
足
り
る
と
解

　
（
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

す
る
が
、
こ
れ
に
対
し
て
通
知
の
到
達
を
必
要
と
主
張
す
る
少
数
説
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

　
こ
の
民
法
六
二
条
の
解
釈
論
は
、
民
法
の
法
人
制
度
に
お
け
る
局
部
的
な
問
題
と
し
て
、
さ
ほ
ど
大
き
な
理
論
的
関
心
の
対
象
と

は
認
識
さ
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
民
法
学
説
の
従
来
の
大
勢
は
、
民
法
九
七
条
の
到
達
主
義
の
適
用
除
外
例
と
し
て
総
会
の
招

集
通
知
が
発
信
主
義
に
依
る
べ
き
こ
と
を
疑
問
の
余
地
が
な
い
も
の
と
承
認
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
民
法
典
の
規
定
す

る
法
律
行
為
⊥
思
思
表
示
の
制
度
全
体
と
の
関
連
か
ら
見
る
と
、
民
法
六
二
条
の
招
集
通
知
の
「
発
信
」
と
「
到
達
」
な
い
し

「
了
知
」
の
間
題
は
、
特
に
九
七
条
の
適
用
範
囲
・
適
用
対
象
を
正
確
に
把
握
す
る
上
で
興
味
あ
る
重
要
な
意
義
を
持
つ
も
の
と
思

わ
れ
る
。
民
法
六
二
条
と
九
七
条
起
草
当
時
の
法
典
調
査
会
に
お
け
る
論
議
を
も
う
一
度
顧
み
な
が
ら
、
こ
の
間
題
を
検
討
す
る
こ

と
が
本
稿
の
課
題
で
あ
る
。

12

（
1
）
　
鳩
山
・
増
訂
改
定
版
日
本
民
法
総
論
一
九
八
頁
、
我
妻
・
新
訂
民
法
総
則
一
七
六
頁
、
今
泉
・
新
民
法
総
則
一
六
九
頁
、
川
島
・
民

法
総
則
三
八
頁
等
。

（
2
）
　
神
戸
・
民
法
講
義
は
本
条
の
立
法
趣
旨
を
「
社
員
ガ
問
題
ヲ
調
査
検
討
シ
、
総
会
ヘ
ノ
出
欠
ヲ
決
意
ス
ル
為
ノ
猶
予
時
間
ヲ
与
ヘ
ン

　
ト
ス
ル
ナ
リ
」
と
し
、
「
五
日
前
二
招
集
通
知
ヲ
発
信
ス
レ
バ
宜
シ
キ
ヤ
社
員
二
到
達
ス
ル
コ
ト
ヲ
要
ス
ル
ヤ
ハ
学
説
分
カ
レ
タ
ル
モ
到

達
ヲ
要
ス
ル
モ
ノ
ト
解
ス
ル
ヲ
正
当
ト
ス
ベ
シ
」
と
説
く
（
総
則
の
部
・
法
学
研
究
会
叢
書
六
〇
巻
二
一
〇
頁
）
。
神
戸
説
が
到
達
を
要



す
る
と
し
た
根
拠
が
、
招
集
を
意
思
表
示
と
解
し
て
そ
の
原
則
た
る
民
法
九
七
条
の
直
接
の
適
用
を
理
由
と
す
る
も
の
か
、

な
い
し
は
観
念
表
示
と
し
て
同
条
の
準
用
あ
る
い
は
類
推
を
認
め
た
も
の
か
は
明
ら
か
で
な
い
。

意
思
の
通
知

二
　
民
法
典
起
草
過
程
に
お
け
る
論
議

総会招集通知と意思表示の効力発生時期

　
H
　
民
法
六
二
条
の
審
議

　
民
法
六
二
条
（
民
法
主
査
会
原
案
六
二
条
）
は
法
人
の
章
を
担
当
し
た
穂
積
の
起
案
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
審
議
に
お
い
て
招
集

通
知
の
「
発
信
」
と
「
到
達
」
の
問
題
が
す
で
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
経
緯
は
議
事
速
記
録
に
よ
れ
ば
次
の
よ
う
な
も
の

　
（
1
）
（
2
）

で
あ
っ
た
。

　
『
主
査
会
原
案
六
二
条
』
総
会
ノ
招
集
ハ
少
ク
ト
モ
五
日
前
二
其
会
議
ノ
目
的
及
ヒ
事
項
ヲ
示
シ
定
款
三
疋
メ
タ
ル
方
法
二
従
ヒ
テ
之
ヲ
為

　
ス
但
定
款
二
別
段
ノ
定
ア
ル
ト
キ
ハ
予
メ
通
知
セ
サ
ル
事
項
二
付
テ
モ
決
議
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
得

　
本
条
の
立
法
理
由
と
し
て

　
「
総
会
招
集
ノ
目
的
ヲ
予
メ
会
H
前
二
通
示
セ
シ
ム
ル
ハ
独
リ
社
員
二
調
査
及
ヒ
考
慮
ノ
時
間
ヲ
与
フ
ル
為
メ
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
荷
モ
多
数
決
ノ

　
主
義
ヲ
執
ル
集
会
二
於
テ
ハ
此
方
法
二
依
ル
ヲ
以
テ
最
モ
至
当
ト
ス
何
ト
ナ
レ
ハ
社
員
ハ
其
議
事
ノ
性
質
二
依
リ
他
ノ
要
務
ヲ
措
キ
テ
モ
会

　
議
二
出
席
ス
ヘ
キ
ヤ
否
ヤ
ヲ
決
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ヘ
キ
ヲ
以
テ
ナ
リ
」

　
こ
の
規
定
に
五
日
前
に
通
知
を
「
為
ス
」
と
い
う
意
味
に
つ
い
て
出
席
委
員
か
ら
質
疑
が
集
中
し
た
。
ま
ず
土
方
よ
り
こ
れ
は
五

日
前
に
「
通
知
ヲ
発
シ
サ
エ
ス
レ
バ
」
よ
い
の
か
と
質
し
た
の
に
対
し
て
、
穂
積
は
「
此
通
知
ノ
事
二
就
テ
ハ
何
レ
原
則
ガ
定
マ
ル

カ
ラ
…
…
通
知
ノ
原
則
ノ
方
二
何
力
別
段
二
椿
ヘ
タ
方
ガ
宜
シ
イ
ト
云
フ
ノ
デ
斯
ウ
シ
タ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
」
と
答
え
る
（
三
五
七

頁
）
。
こ
の
土
方
質
問
に
つ
い
て
富
井
は
「
後
二
意
思
ノ
表
示
二
関
ス
ル
議
案
ガ
出
マ
ス
、
其
処
デ
一
般
ノ
原
則
ヲ
定
メ
ル
事
ニ
ナ

13
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リ
マ
セ
ウ
ガ
、
多
分
受
信
主
義
二
依
テ
到
着
シ
タ
時
二
立
思
思
ノ
表
示
ノ
通
知
ハ
効
ヲ
奏
ス
ル
ト
云
ウ
案
ニ
ナ
ル
デ
ア
ラ
ウ
ト
思
ヒ
マ

ス
、
併
シ
此
条
ノ
場
合
ハ
何
ウ
シ
テ
モ
発
信
主
義
デ
ナ
ケ
レ
バ
ナ
ラ
ヌ
ト
思
ヒ
マ
ス
」
（
五
三
八
頁
）
と
し
て
発
信
主
義
を
採
る
趣

　
　
　
　
　
（
3
）

旨
を
示
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
横
田
は
本
条
の
「
五
日
」
と
い
う
期
間
に
つ
い
て
「
五
日
前
ト
云
ッ
テ
モ
郵
便
デ
モ
五
日
デ
ハ
行
カ
ナ
イ
ト
云
フ
ヤ
ウ
ナ

所
モ
ア
リ
マ
セ
ウ
ガ
、
然
ウ
云
フ
風
ナ
所
ヘ
ハ
電
信
デ
モ
打
ツ
ト
云
フ
訳
デ
ア
リ
マ
ス
カ
」
と
問
う
。
穂
積
が
「
人
々
二
依
ッ
テ
特

別
ノ
通
知
ヲ
ス
ル
ヤ
否
ヤ
ト
云
ウ
事
ハ
理
事
ノ
取
計
ヒ
ニ
依
ル
ノ
デ
、
到
底
此
処
デ
定
メ
ル
ノ
ハ
何
ン
ナ
方
法
二
依
ル
モ
招
集
ノ
手

続
ヲ
ス
ル
、
其
手
続
ヲ
ス
ル
ト
云
フ
ノ
ガ
五
日
前
少
ク
ト
モ
五
日
前
デ
ナ
ケ
レ
バ
ナ
ラ
ヌ
ト
云
フ
事
丈
ヲ
極
メ
テ
置
ク
ノ
デ
ア
リ
マ

ス
」
と
答
え
る
の
に
対
し
て
、
横
田
が
「
然
ウ
ス
ル
ト
何
ウ
モ
こ
ち
ら
カ
ラ
発
シ
テ
向
フ
ニ
行
ク
ノ
ニ
ハ
七
日
モ
掛
ラ
ナ
ケ
レ
バ
行

着
カ
ヌ
、
然
ウ
ス
ル
ト
ス
ッ
カ
リ
夫
レ
ガ
出
テ
来
ル
迄
ハ
少
シ
ハ
暇
ガ
掛
カ
ル
コ
ト
モ
ア
ラ
ウ
カ
ラ
然
ウ
ス
ル
ト
到
底
達
セ
ラ
レ
ヌ

事
ヲ
此
処
二
極
メ
ル
ヤ
ウ
デ
ハ
ア
リ
マ
セ
ヌ
カ
」
と
反
論
す
る
。
こ
れ
に
対
す
る
穂
積
答
弁
に
曰
く
「
夫
レ
ハ
或
ハ
然
ウ
云
ウ
場
合

モ
ア
リ
マ
セ
ウ
ガ
、
併
シ
社
員
ト
云
ウ
者
ガ
日
本
計
リ
デ
ナ
ク
諸
国
二
居
ル
者
モ
ア
ラ
ウ
、
数
百
里
或
ハ
数
千
里
モ
ア
ル
所
二
往
ッ

テ
居
ル
者
モ
ゴ
ザ
イ
マ
セ
ウ
ガ
、
大
概
寄
ッ
テ
来
ラ
レ
ル
人
二
通
ズ
ル
ヤ
ウ
ニ
極
メ
テ
置
イ
タ
ラ
宜
カ
ラ
ウ
ト
思
ヒ
マ
ス
」
（
五
三
九

～
五
四
〇
頁
）
。

　
こ
れ
に
続
い
て
社
員
の
多
数
な
赤
十
字
社
の
よ
う
な
場
合
に
は
ど
う
な
る
か
と
の
穂
積
・
箕
作
の
疑
間
に
対
し
て
梅
・
横
田
ら
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

そ
の
よ
う
な
場
合
に
は
定
款
で
別
に
定
め
る
方
法
に
依
る
と
の
発
言
が
あ
る
程
度
で
原
案
維
持
の
形
で
審
議
は
終
了
し
て
い
る
。

　
以
上
の
審
議
過
程
か
ら
判
明
す
る
こ
と
は
、
招
集
通
知
と
い
う
制
度
の
趣
旨
が
、
予
め
社
員
に
調
査
及
び
考
慮
の
時
間
を
与
え
る

の
み
な
ら
ず
、
議
事
の
性
質
に
よ
り
総
会
に
出
席
す
る
か
否
か
を
も
決
定
せ
し
め
る
に
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
何
の
異
議
も
な
く
承

　
　
　
　
　
　
（
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

認
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
の
通
知
の
方
法
に
つ
い
て
は
特
に
限
定
が
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　
た
だ
通
知
の
発
信
で
た
り
る
か
到
達
ま
で
も
要
す
る
か
、
さ
ら
に
そ
れ
に
関
連
し
て
多
数
あ
る
い
は
遠
隔
地
に
あ
る
社
員
を
持
つ

14



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

大
規
模
な
社
団
を
ど
の
よ
う
に
扱
う
か
が
す
で
に
此
の
段
階
か
ら
問
題
と
さ
れ
、
招
集
に
発
信
主
義
を
採
る
べ
き
必
要
が
説
か
れ
な

が
ら
、
結
局
こ
の
間
題
は
意
思
表
示
の
効
力
発
生
時
期
を
定
め
る
原
則
規
定
の
審
議
に
持
ち
越
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

総会招集通知と意思表示の効力発生時期

（
1
）
　
各
起
草
委
員
の
起
案
分
担
に
つ
い
て
は
福
島
「
明
治
民
法
の
制
定
と
穂
積
文
書
」
五
二
頁
以
下
の
民
法
原
案
起
草
分
担
表
参
照
。

（
2
）
　
民
法
主
査
会
第
一
八
回
議
事
速
記
録
（
明
治
二
七
年
一
月
十
二
日
）
商
事
法
務
研
究
会
編
・
日
本
近
代
立
法
資
料
叢
書
1
3
・
法
典
調

査
会
民
法
主
査
会
議
事
速
記
録
五
三
五
頁
以
下
。
以
下
の
引
用
頁
は
同
書
の
頁
数
に
よ
る
。

（
3
）
　
富
井
は
こ
こ
で
「
招
集
ト
云
ウ
モ
ノ
ハ
之
ハ
意
思
ノ
表
示
ニ
ハ
違
ヒ
ナ
イ
ト
思
ヒ
マ
ス
ケ
レ
ド
モ
通
常
ノ
意
思
ノ
表
示
ト
ハ
違
ヒ
マ

　
ス
、
是
杯
ハ
法
律
ガ
命
ジ
テ
置
ク
行
為
デ
ア
リ
マ
ス
、
然
ウ
シ
テ
又
招
集
ト
云
ウ
行
為
カ
ラ
考
エ
テ
モ
其
出
シ
タ
時
カ
ラ
起
算
ス
ル
ト
云

　
フ
事
ガ
或
ハ
当
然
デ
ハ
ナ
イ
カ
ト
思
ヒ
マ
ス
、
併
シ
少
シ
不
安
心
デ
ア
リ
マ
ス
カ
ラ
諸
君
ノ
御
意
見
ヲ
此
処
二
於
テ
承
ハ
ッ
テ
置
ケ
バ
大

　
二
便
利
デ
ア
ラ
ウ
ト
思
ヒ
マ
ス
」
（
五
三
八
頁
）
と
説
い
て
一
応
発
信
主
義
を
支
持
し
な
が
ら
、
少
々
疑
問
を
留
保
し
つ
つ
穂
積
と
同
様

　
に
後
に
審
議
す
る
意
思
表
示
の
一
般
原
則
（
富
井
は
受
信
主
義
を
予
測
）
と
の
関
連
で
、
本
条
の
招
集
の
扱
い
が
問
題
と
な
る
こ
と
を
指

摘
す
る
。
後
述
の
よ
う
に
、
富
井
は
後
の
民
法
九
七
条
（
原
案
九
八
条
）
の
審
議
に
際
し
て
は
総
会
招
集
通
知
に
発
信
主
義
を
採
る
こ
と

　
に
疑
間
を
呈
す
る
に
至
り
、
そ
の
態
度
に
動
揺
が
見
ら
れ
る
。

（
4
）
　
審
議
の
終
了
に
際
し
て
起
案
者
の
穂
積
よ
り
以
下
の
発
言
が
あ
る
。
「
今
一
ツ
富
井
君
カ
ラ
ノ
御
注
意
デ
一
言
御
承
知
ヲ
願
ヒ
置
キ

　
タ
イ
コ
ト
ガ
ア
リ
マ
ス
、
即
チ
若
シ
先
デ
此
離
隔
地
へ
手
紙
杯
ヲ
発
シ
マ
ス
ル
時
二
発
信
主
義
ヲ
採
ル
ヤ
ウ
ニ
ナ
ッ
タ
ナ
ラ
バ
此
侭
デ
勿

　
論
通
ル
、
此
文
章
ヲ
変
更
ス
ル
コ
ト
ニ
モ
及
ビ
マ
ス
マ
イ
ガ
、
併
シ
若
シ
到
達
主
義
ヲ
此
会
デ
愈
々
採
ル
ト
云
ウ
コ
ト
ニ
ナ
リ
マ
シ
タ
ナ

　
ラ
バ
夫
レ
ガ
為
二
先
二
別
段
ノ
規
定
ヲ
設
ケ
マ
ス
ル
カ
或
ハ
主
義
二
依
テ
ハ
此
条
文
迄
ニ
モ
立
戻
ル
事
ガ
ア
ル
カ
モ
知
レ
ヌ
ト
云
ウ
コ
ト

　
ノ
御
承
知
ヲ
願
ヒ
置
キ
タ
イ
」
（
五
四
〇
頁
）
。

（
5
）
本
条
の
但
書
に
関
連
し
て
、
穂
積
は
招
集
通
知
の
趣
旨
と
し
て
「
唯
寄
ッ
テ
来
イ
ト
云
ウ
事
丈
ケ
ヲ
通
知
シ
テ
置
イ
テ
、
然
ウ
シ
テ

　
其
事
柄
ハ
少
シ
モ
示
サ
ヌ
デ
置
ク
ト
云
ウ
ヤ
ウ
ナ
斯
ウ
云
ウ
ヤ
ウ
ナ
事
ハ
本
条
ノ
精
神
デ
ハ
ナ
イ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
…
…
本
則
ト
云
フ
モ
ノ

　
ハ
必
ズ
其
議
事
ノ
目
的
及
ビ
事
項
ヲ
示
ス
ノ
ガ
本
則
ニ
ナ
ッ
テ
居
ル
、
予
メ
其
議
事
ノ
目
的
及
ビ
事
項
ヲ
示
ス
ト
云
フ
ノ
ハ
荷
モ
多
数
決

　
ヲ
以
テ
事
ヲ
定
メ
ル
ト
云
フ
主
義
ヲ
採
リ
マ
ス
ル
集
会
ト
云
フ
モ
ノ
ニ
ハ
必
ズ
之
二
依
ラ
ナ
ケ
レ
バ
往
カ
ヌ
事
デ
ア
ラ
ウ
ト
思
ヒ
マ
ス
」

　
と
説
く
（
五
三
八
頁
）
。

（
6
）
　
穂
積
は
「
発
信
」
に
関
す
る
土
方
質
問
に
答
え
て
、
「
発
信
」
と
い
う
文
言
を
用
い
な
か
っ
た
理
由
と
し
て
「
総
会
ノ
招
集
ト
云
ウ
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モ
ノ
ハ
必
ズ
シ
モ
手
紙
ヲ
以
テ
ス
ル
モ
ノ
ト
ハ
極
マ
ラ
ヌ
、
或
ハ
新
聞
二
広
告
ヲ
シ
タ
リ
ス
ル
ト
云
ウ
コ
ト
モ
ア
ル
カ
ラ
…
…
夫
レ
ヨ
リ

　
モ
今
ノ
通
知
ノ
原
則
ノ
方
二
何
力
別
段
二
持
へ
夕
方
ガ
宜
シ
イ
ト
云
ウ
ノ
デ
斯
ウ
シ
タ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
」
（
五
三
七
頁
）
と
説
明
し
て
い

　
る
。
招
集
の
通
知
方
法
に
限
定
が
な
い
こ
と
、
少
な
く
と
も
広
告
の
よ
う
な
不
特
定
多
数
の
相
手
方
に
対
す
る
表
示
に
つ
い
て
書
面
の

　
「
発
信
」
と
い
う
観
念
が
が
即
応
し
な
い
こ
と
に
気
づ
い
て
い
る
発
言
と
し
て
興
味
深
い
。

（
7
）
　
招
集
が
発
信
で
足
り
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
特
に
多
数
・
遠
隔
地
に
あ
る
社
員
に
対
す
る
処
置
を
ど
う
す
る
か
は
、
定
款
に
一
任

　
す
る
と
い
う
形
で
議
論
が
決
着
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
か
か
る
大
規
模
な
社
団
を
極
め
て
例
外
的
な
現
象
と
捉
え
て
、
民
法
の
招
集
に

関
す
る
規
定
の
対
象
を
限
ら
れ
た
社
員
数
の
小
規
模
な
社
団
に
予
測
し
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
で
あ
ろ
う
。

16

　
⇔
　
民
法
九
七
条
の
審
議

　
招
集
通
知
の
発
信
・
到
達
を
め
ぐ
る
問
題
は
、
前
述
の
よ
う
に
意
思
表
示
の
原
則
規
定
の
審
議
に
持
ち
越
さ
れ
る
事
と
な
っ
た
が
、

こ
の
点
は
果
た
し
て
民
法
九
七
条
（
主
査
会
原
案
九
八
条
）
の
意
思
表
示
の
効
力
発
生
時
期
を
め
ぐ
る
論
議
に
お
い
て
一
つ
の
争
点

ー
よ
り
正
確
に
は
、
原
則
と
し
て
発
信
主
義
を
採
用
す
る
た
め
の
強
力
な
理
由
ー
と
な
っ
て
い
る
。
原
案
に
「
離
隔
地
二
在
ル

人
二
対
ス
ル
意
思
表
示
ハ
其
通
知
ヲ
発
シ
タ
ル
時
ヨ
リ
其
効
力
ヲ
生
ス
」
と
あ
る
発
信
主
義
の
原
則
を
採
る
べ
き
理
由
と
し
て
、
起

案
者
の
穂
積
・
梅
の
理
由
書
は
次
の
よ
う
に
説
く
。

　
「
顧
ミ
テ
必
ス
発
信
主
義
二
依
ラ
サ
ル
ヲ
得
サ
ル
場
合
ヲ
看
ル
ニ
…
：
法
人
ノ
総
会
ノ
招
集
…
…
等
ノ
場
合
二
於
テ
皆
受
信
主
義
ヲ
執
ル
ト

　
セ
ン
カ
是
レ
到
底
実
際
二
行
フ
コ
ト
ヲ
得
サ
ル
ベ
シ
」
。
其
理
由
と
し
て
「
其
社
員
ノ
数
彩
多
ナ
ル
ト
キ
ハ
不
着
又
ハ
延
着
ノ
タ
メ
一
ニ
ノ

　
社
員
ノ
許
ニ
ハ
会
日
前
二
其
通
知
ノ
到
達
セ
サ
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ
ク
或
ハ
社
員
中
海
外
其
他
遠
隔
ノ
地
二
在
ル
者
ニ
マ
テ
其
通
知
ノ
到
達
ス
ル

　
ヲ
待
ツ
ヘ
キ
モ
ノ
ト
セ
ハ
多
ク
ハ
総
会
ヲ
開
ク
ノ
時
機
既
二
去
リ
テ
動
モ
ス
レ
ハ
　
カ
ラ
サ
ル
損
害
ヲ
被
ム
ル
ノ
虞
ア
リ
或
ハ
年
年
ノ
通
常

　
総
会
モ
定
期
二
之
ヲ
開
ク
コ
ト
極
メ
テ
難
キ
ニ
至
ラ
ン
…
…
中
略
…
…
偶
々
社
員
中
一
人
ニ
テ
モ
開
会
前
二
其
招
集
状
ヲ
受
取
ラ
サ
リ
シ
者

　
ア
リ
タ
ル
カ
為
メ
其
総
会
不
法
ト
ナ
ラ
ン
カ
法
人
又
ハ
会
社
ノ
事
務
ハ
為
メ
ニ
非
常
ノ
渋
滞
ヲ
来
ス
ヘ
キ
ノ
ミ
云
々
」
（
前
掲
法
典
調
査
会

　
民
法
主
査
会
議
事
速
記
録
－
第
九
十
七
条
修
正
案
理
由
書
ー
一
〇
三
頁
以
下
）
。



総会招集通知と意思表示の効力発生時期

　
こ
れ
を
要
す
る
に
、
①
招
集
通
知
の
相
手
方
た
る
社
員
が
多
数
の
場
合
に
は
不
着
・
延
着
の
場
合
あ
り
、
ま
た
遠
隔
地
に
滞
在
す

る
社
員
に
ま
で
通
知
到
達
を
待
つ
べ
き
も
の
と
す
れ
ば
総
会
を
開
催
す
る
時
期
を
失
す
る
こ
と
と
な
り
、
②
社
員
中
の
一
人
で
も
通

知
不
到
達
の
た
め
に
総
会
が
不
法
と
な
る
な
ら
ば
、
法
人
の
事
務
は
多
大
の
渋
滞
を
来
す
こ
と
に
な
る
、
と
い
う
の
が
発
信
主
義
を

採
る
べ
き
積
極
的
根
拠
と
し
て
提
示
さ
れ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
加
え
て
こ
の
理
由
書
は
、
招
集
は
意
思
表
示
i
法
律
行
為
で
は
な
い
か
ら
、
民
法
九
七
条
の
問
題
に
は
な
ら
ぬ
と
す
る

富
井
の
意
見
に
対
す
る
反
論
と
し
て
、
招
集
通
知
は
理
事
そ
の
他
の
業
務
担
当
者
が
総
会
の
同
意
を
得
、
承
認
を
請
い
、
意
見
を
問

う
意
思
を
以
て
社
員
に
対
し
て
そ
の
集
会
を
促
す
も
の
で
あ
る
か
ら
、
総
会
の
決
議
を
求
む
る
意
思
を
表
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
意

思
表
示
と
し
て
本
条
－
九
七
条
i
の
適
用
対
象
で
あ
る
と
主
張
す
る
。

　
発
信
主
義
の
原
案
に
対
し
て
「
離
隔
地
二
在
ル
人
二
対
ス
ル
意
思
表
示
ハ
其
通
知
ガ
相
手
方
二
到
達
シ
タ
ル
時
ヨ
リ
其
効
力
ヲ
生

ス
」
と
の
到
達
主
義
に
よ
る
修
正
案
を
提
出
し
た
富
井
は
、
こ
の
総
会
招
集
通
知
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
言
う
。

　
「
総
会
招
集
ノ
目
的
ヲ
会
日
前
二
通
知
セ
シ
ム
ル
ハ
社
員
二
熟
慮
ノ
時
間
ヲ
与
へ
且
議
事
ノ
性
質
二
依
テ
ハ
他
ノ
用
務
ヲ
措
キ
テ
モ
会
議
二

　
出
席
ス
ル
ノ
準
備
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
得
セ
シ
ム
ル
為
メ
ナ
ル
ヲ
以
テ
其
立
法
ノ
目
的
ヨ
リ
言
ヘ
バ
受
信
主
義
二
依
ル
ヘ
キ
モ
ノ
タ
ル
コ
ト
ヲ
信

　
ス
ト
錐
モ
社
員
多
数
ニ
シ
テ
且
遠
隔
地
二
住
ス
ル
者
ヲ
モ
招
集
セ
ヘ
キ
モ
ノ
ト
セ
ハ
便
宜
上
或
ハ
通
知
ヲ
発
シ
タ
ル
ノ
ミ
ヲ
以
テ
足
レ
リ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
ス
ル
コ
ト
至
当
ナ
ル
ヘ
シ
」
（
六
七
〇
頁
）
。

　
ま
た
富
井
は
本
条
が
「
意
思
表
示
」
の
規
定
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
会
社
の
招
集
に
つ
い
て
は
「
果
シ
テ
ア
ノ
場
合
二
立
思
思
表
示

ノ
規
則
ノ
適
用
問
題
ガ
起
ラ
ウ
カ
ト
云
ウ
コ
ト
ヲ
疑
フ
意
思
表
示
ト
云
フ
モ
ノ
ハ
一
人
ガ
一
人
二
対
シ
テ
法
律
関
係
ヲ
生
ズ
ル
行
為

ヲ
為
ス
其
相
手
方
ガ
離
隔
地
二
居
ル
之
二
対
ス
ル
意
思
表
示
ハ
何
レ
ノ
時
ヨ
リ
効
ヲ
生
ズ
ル
カ
権
利
ヲ
得
義
務
ヲ
負
フ
ト
云
ウ
効
力

ヲ
生
ズ
ル
カ
第
一
二
会
社
ノ
総
会
招
集
ノ
通
知
ヲ
ス
ル
ニ
此
意
思
表
示
ノ
規
則
ガ
充
テ
ラ
レ
ル
カ
ト
云
フ
コ
ト
ガ
疑
ハ
シ
イ
」
（
六
七
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

頁
）
と
、
招
集
通
知
の
意
思
表
示
た
る
性
質
に
疑
問
を
投
じ
て
い
る
。
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と
も
あ
れ
法
典
調
査
会
は
議
論
の
末
に
富
井
修
正
案
を
採
択
し
、
民
法
九
七
条
は
意
思
表
示
の
効
力
発
生
時
期
と
し
て
到
達
主
義

を
規
定
し
た
。
と
こ
ろ
が
原
則
と
し
て
の
発
信
主
義
を
主
張
し
た
梅
・
穂
積
は
も
と
よ
り
、
到
達
主
義
の
主
唱
者
で
あ
る
富
井
も
ま

た
便
宜
の
上
か
ら
招
集
の
発
信
主
義
を
肯
定
し
て
い
た
に
も
拘
ら
ず
、
先
に
審
議
を
す
ま
せ
た
民
法
六
二
条
に
は
、
何
ら
の
文
言
の

修
正
が
施
さ
れ
ぬ
ま
ま
に
民
法
典
は
成
立
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
招
集
の
発
信
と
到
達
の
問
題
は
、
民
法
六
二
条
と
九
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

条
の
解
釈
論
と
し
て
学
説
の
争
い
に
持
ち
越
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
（
1
）
　
こ
の
富
井
修
正
案
（
到
達
主
義
）
は
、
穂
積
・
梅
の
起
草
に
か
か
る
主
査
会
原
案
（
発
信
主
義
に
よ
る
）
に
対
す
る
反
対
案
で
あ
り
、

　
　
前
掲
穂
積
・
梅
修
正
案
は
原
案
維
持
の
立
場
よ
り
す
る
富
井
案
に
対
す
る
再
修
正
案
で
あ
る
。
富
井
が
前
の
六
二
条
の
審
議
に
際
し
て
は

　
　
招
集
行
為
の
性
質
か
ら
発
信
主
義
を
当
然
と
説
い
た
の
に
対
し
て
、
九
七
条
の
審
議
で
は
一
転
し
て
招
集
の
規
定
の
「
立
法
の
目
的
」
か

　
　
ら
言
え
ば
受
信
主
義
に
依
る
べ
き
も
の
と
信
ず
る
と
し
て
、
た
だ
多
数
か
つ
遠
隔
地
に
あ
る
社
員
に
対
す
る
通
知
上
の
「
便
宜
」
よ
り
発

　
　
信
主
義
も
や
む
な
し
と
説
明
し
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。

　
（
2
）
　
招
集
通
知
は
意
思
表
示
で
あ
る
と
の
主
張
は
、
招
集
通
知
の
法
的
性
質
に
関
し
て
富
井
の
提
示
し
た
疑
義
に
対
す
る
穂
積
・
梅
か
ら

　
　
の
反
論
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
（
3
）
　
前
掲
六
二
条
審
議
終
了
に
際
し
て
の
穂
積
発
言
（
五
四
〇
頁
）
参
照
。
こ
れ
は
同
条
の
審
議
に
お
い
て
長
谷
川
よ
り
「
此
六
二
条
ノ

　
　
文
章
丈
デ
以
テ
招
集
ト
云
ウ
フ
タ
ナ
ラ
バ
発
信
ノ
時
カ
ラ
ヤ
ル
ト
云
フ
事
ハ
私
ハ
出
来
ナ
イ
ト
思
フ
」
と
の
発
言
に
応
じ
て
、
九
七
条
で

　
　
到
達
主
義
を
採
る
に
至
っ
た
場
合
に
は
六
二
条
の
規
定
文
言
の
手
直
し
が
当
然
に
必
要
と
な
る
こ
と
を
予
告
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

18

三
　
民
法
六
二
条
と
九
七
条
の
関
係

　
H
　
招
集
の
法
的
性
質
に
つ
い
て

　
適
法
に
招
集
が
為
さ
れ
る
こ
と
に
依
り
総
会
が
会
議
と
し
て
成
立
し
活
動
状
態
に
入
る
の
で
あ
る
が
、
招
集
に
結
び
つ
く
法
律
効

果
と
の
関
係
か
ら
見
て
、
招
集
を
意
思
表
示
（
総
会
を
会
議
体
と
し
て
活
動
状
況
に
置
く
・
総
会
を
設
置
す
る
意
思
）
、
意
思
通
知
（
社



総会招集通知と意思表示の効力発生時期

員
に
出
席
を
求
め
る
・
あ
る
い
は
総
会
の
開
催
を
求
め
る
意
思
の
通
知
）
、
な
い
し
は
観
念
通
知
（
総
会
開
催
の
予
告
・
議
事
事
項
の
通
告

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）
（
2
）

等
）
な
ど
の
い
ず
れ
と
解
す
る
か
は
検
討
の
必
要
が
あ
る
。
意
思
表
示
と
す
れ
ば
九
七
条
の
直
接
の
適
用
対
象
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。

　
法
典
調
査
会
の
論
議
で
特
徴
的
な
こ
と
は
、
民
法
九
七
条
の
適
用
が
問
題
と
な
る
具
体
例
と
し
て
発
信
主
義
・
到
達
主
義
い
ず
れ

の
立
場
か
ら
も
挙
げ
ら
れ
る
も
の
が
、
こ
の
総
会
招
集
通
知
の
他
、
種
々
の
催
告
・
契
約
の
解
約
申
入
・
債
権
譲
渡
の
通
知
・
委
任

の
廃
罷
・
代
理
人
の
辞
任
・
追
認
・
契
約
の
申
込
・
承
諾
等
々
多
種
多
様
で
あ
り
、
そ
の
法
的
性
質
が
必
ず
し
も
厳
密
な
意
味
で
意

思
表
示
と
は
限
定
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
ま
た
法
律
行
為
と
意
思
表
示
と
の
区
別
も
明
確
に
は
意
識
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
が
民
法
九
七
条
と
五
二
六
条
と
の
関
係
（
意
思
表
示
と
契
約
と
の
関
係
）
に
つ
い
て
大
き
な
問
題
を
孕
む
こ
と
に
な
る
が
、

　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

こ
こ
で
は
別
稿
に
譲
る
。

　
招
集
は
総
会
を
開
催
す
る
1
人
本
議
体
と
し
て
の
総
会
を
創
設
す
る
ー
と
い
う
招
集
権
者
の
意
思
表
示
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

招
集
に
よ
り
総
会
は
会
議
と
し
て
の
活
動
能
力
を
付
与
さ
れ
、
休
眠
状
態
か
ら
現
実
の
会
議
体
と
し
て
の
組
織
に
転
化
す
る
。
会
議

体
と
し
て
の
総
会
は
、
な
お
そ
れ
自
体
と
し
て
現
実
の
活
動
を
開
始
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
（
会
議
と
し
て
の
総
会
は
、
開
会
に
よ
り

活
動
を
開
始
し
閉
会
に
よ
り
活
動
を
止
め
る
の
で
、
会
日
到
来
は
そ
の
活
動
が
可
能
と
な
る
た
め
の
前
提
で
し
か
な
い
）
、
会
議
体
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

の
総
会
は
招
集
に
よ
っ
て
初
め
て
現
実
に
存
在
す
る
に
至
り
、
活
動
可
能
な
状
態
に
入
る
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
法
人
の
常
設
的
機
関
と
し
て
の
総
会
に
潜
在
的
に
存
在
す
る
会
議
能
力
を
顕
在
化
す
る
H
引
き
出
す
意
思
的
な
行
為
が
招
集
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
招
集
が
此
の
意
味
で
招
集
権
者
の
意
思
表
示
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
民
法
の
意
思
表
示
に
関
す
る
諸
規
定
が
適
用
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
、
従
っ
て
意
思
表
示
の
効
力
発
生
時
期
に
関
す
る
民
法
九
七
条
の
適
用
を
見
る
こ
と
と
な
る
。

　
ま
た
招
集
は
、
そ
の
内
容
と
し
て
単
な
る
総
会
開
催
の
通
告
で
は
足
ら
ず
、
議
事
事
項
の
通
知
と
出
席
の
要
望
と
を
含
む
か
ら

（
前
者
は
法
定
の
要
件
、
後
者
は
社
員
を
「
招
集
」
す
る
基
本
的
要
請
）
、
招
集
通
知
は
前
述
し
た
総
会
開
催
の
意
思
表
示
と
と
も
に
、
議

事
事
項
に
つ
い
て
の
観
念
表
示
、
ま
た
社
員
の
出
席
を
求
め
る
意
思
の
通
知
を
も
含
む
点
で
複
合
的
意
思
表
示
と
い
え
る
が
、
な
お
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意
思
表
示
を
含
む
限
り
で
意
思
表
示
に
関
す
る
規
定
の
適
用
を
受
け
る
も
の
と
解
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
い
わ
ゆ
る
「
招
集
権
」
の
性
質
は
、
理
事
・
監
事
の
業
務
執
行
上
の
法
定
的
権
限
に
属
し
、
こ
れ
は
通
常
の
権
利
と
は
異
な
る

（
権
利
な
ら
ば
権
利
者
に
行
使
・
不
行
使
の
自
由
あ
る
も
、
権
限
担
当
機
関
に
は
か
か
る
自
由
な
く
権
限
の
行
使
・
不
行
使
は
場
合
に
よ
り
委

任
契
約
上
の
義
務
違
反
と
な
り
得
る
）
。
招
集
権
の
機
能
と
し
て
は
、
社
員
に
は
元
来
は
総
会
に
出
席
・
議
事
審
議
に
参
加
す
る
義
務

な
く
（
社
団
内
部
の
組
合
契
約
上
の
協
力
義
務
は
別
と
し
て
）
、
こ
れ
に
請
求
・
支
配
す
る
権
利
と
は
考
え
難
い
。
権
限
と
し
て
の
招
集

権
は
、
総
会
に
会
議
体
と
し
て
の
活
動
能
力
を
付
与
す
る
法
律
効
果
を
一
方
的
に
創
造
す
る
も
の
と
し
て
、
一
種
の
形
成
権
に
類
似

し
た
機
能
を
持
つ
も
の
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
（
1
）
　
こ
の
点
に
つ
い
て
は
前
述
の
よ
う
に
、
す
で
に
法
典
調
査
会
の
審
議
に
際
し
て
招
集
を
意
思
表
示
ー
法
律
行
為
と
説
く
梅
・
穂
積

　
　
の
見
解
と
、
こ
れ
を
疑
問
と
す
る
富
井
の
意
見
と
の
衝
突
が
あ
る
。
招
集
の
性
質
を
理
事
・
監
事
等
の
招
集
権
者
の
一
方
的
意
思
表
示
と

　
　
解
す
れ
ば
民
法
九
七
条
の
直
接
な
適
用
対
象
と
な
る
し
、
意
思
表
示
以
外
の
準
法
律
行
為
と
す
れ
ば
九
七
条
の
準
用
あ
る
い
は
類
推
、
若

　
　
し
く
は
民
法
九
七
条
を
離
れ
て
六
二
条
に
固
有
の
解
釈
の
問
題
（
富
井
は
こ
の
見
方
を
と
る
）
と
な
る
。
適
用
条
文
の
決
定
の
間
題
と
し

　
　
て
上
記
い
ず
れ
の
立
場
に
立
つ
と
し
て
も
、
招
集
通
知
の
「
発
信
」
か
「
到
達
」
か
の
解
決
が
問
わ
れ
る
こ
と
は
同
様
で
あ
る
。

　
（
2
）
　
穂
積
・
梅
（
六
二
条
の
理
由
書
）
「
夫
レ
総
会
ノ
招
集
ナ
ル
モ
ノ
ハ
理
事
、
業
務
担
当
者
、
取
締
役
等
ガ
法
人
又
ハ
会
社
ノ
事
務
二

　
　
就
キ
総
会
ノ
同
意
ヲ
得
又
ハ
其
承
認
ヲ
請
ヒ
又
ハ
其
意
見
ヲ
問
ハ
ン
ト
欲
ス
ル
ヲ
以
テ
他
ノ
社
員
二
対
シ
テ
其
集
会
ヲ
促
ス
モ
ノ
ナ
リ
是

　
　
レ
自
己
ガ
其
ノ
事
ヲ
為
ス
ノ
権
ヲ
得
又
ハ
専
断
ノ
責
任
ヲ
免
ル
ル
為
二
総
会
ノ
決
議
ヲ
求
ム
ル
ノ
意
思
ヲ
表
示
シ
タ
ル
モ
ノ
ニ
非
ズ
シ
テ

　
　
何
ソ
ヤ
」
（
一
〇
三
頁
）
。
ま
た
九
七
条
の
審
議
に
際
し
て
の
梅
の
説
明
に
日
く
「
会
社
ノ
総
会
ノ
招
集
法
人
ノ
総
会
ノ
招
集
ト
云
フ
モ
ノ

　
　
ハ
意
思
表
示
デ
ナ
イ
ト
云
フ
コ
ト
ハ
蓋
シ
云
ハ
レ
マ
イ
矢
張
リ
夫
レ
ハ
其
取
締
役
ナ
リ
法
人
ヲ
代
表
ス
ル
所
ノ
理
事
杯
ガ
招
集
ト
云
フ
事

　
　
柄
二
付
テ
矢
張
リ
法
律
上
ノ
行
為
ヲ
以
テ
総
会
ノ
招
集
ヲ
ス
ル
カ
ラ
来
テ
呉
ロ
ト
云
フ
ノ
デ
ア
ル
カ
ラ
矢
張
リ
理
事
杯
ノ
意
思
ヲ
表
示
シ

　
　
タ
ニ
相
違
ナ
イ
」
（
六
八
0
頁
）
。
こ
の
よ
う
な
梅
・
穂
積
の
意
見
は
、
招
集
の
意
思
表
示
と
し
て
の
説
明
と
し
て
は
い
さ
さ
か
漠
然
た
る

　
　
議
論
で
あ
る
が
、
招
集
権
者
た
る
理
事
の
事
務
処
理
上
の
要
請
こ
と
に
渋
滞
を
避
け
る
観
点
に
主
眼
が
あ
る
の
に
対
し
て
、
富
井
の
前
掲

　
　
意
見
は
、
総
会
に
出
席
す
る
社
員
側
の
熟
慮
の
為
に
招
集
が
意
味
を
持
つ
と
し
て
両
者
の
重
視
す
る
利
益
が
異
な
っ
て
い
る
点
に
注
目
さ

　
　
れ
る
。
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（
3
）
　
意
思
表
示
と
そ
れ
以
外
の
表
示
と
の
区
別
は
、
当
該
表
示
に
結
び
つ
く
法
律
効
果
が
表
意
者
の
効
果
意
思
に
基
づ
く
か
、
法
定
的
効

　
果
か
の
区
別
で
あ
る
か
ら
、
当
該
表
示
と
其
効
力
内
容
の
関
係
が
正
確
に
把
握
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
が
、
こ
の
点
の
議
論
も
法
典
調
査
会

　
の
審
議
で
は
立
ち
入
っ
た
吟
味
が
な
い
。
こ
れ
は
民
法
九
七
条
に
い
う
「
効
力
ヲ
生
ス
」
の
「
効
力
」
の
内
容
を
問
う
こ
と
と
な
る
が
、

　
こ
の
問
題
も
こ
こ
で
は
先
送
り
す
る
他
は
な
い
。

（
4
）
　
総
会
を
会
議
体
と
し
て
成
立
さ
せ
審
議
・
決
議
等
の
活
動
が
可
能
な
状
態
に
も
た
ら
す
意
思
的
な
行
為
と
し
て
は
、
招
集
手
続
以
外

　
に
は
考
え
難
い
。
招
集
通
知
は
、
総
会
に
か
か
る
能
力
を
付
与
す
る
法
律
効
果
の
発
生
を
目
的
と
す
る
意
思
表
示
と
し
て
理
解
す
べ
き
で

　
あ
ろ
う
。
会
日
の
到
来
は
、
こ
の
効
果
発
生
に
付
さ
れ
た
期
限
（
始
期
）
と
解
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

総会招集通知と意思表示の効力発生時期

　
口
　
招
集
の
法
的
処
理
に
つ
い
て

　
招
集
の
「
発
信
」
あ
る
い
は
「
到
達
」
を
論
ず
る
に
は
、
い
か
な
る
利
益
考
量
に
基
づ
き
招
集
が
必
要
と
さ
れ
る
か
を
考
え
る
必

要
が
あ
る
。
こ
の
点
の
理
解
・
評
価
が
起
草
委
員
の
間
で
も
意
見
が
分
か
れ
る
こ
と
は
前
に
見
た
通
り
で
あ
る
が
、
民
法
六
二
条
が

少
な
く
と
も
五
日
前
に
会
議
の
目
的
事
項
を
示
し
て
通
知
を
な
す
べ
き
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
狙
い
が
、
社
員
に
予
め
議
事
事
項
を

告
知
し
て
当
該
会
議
に
出
席
す
る
事
の
要
否
を
判
断
し
、
議
事
事
項
を
調
査
・
熟
慮
で
き
る
利
益
を
確
保
す
る
こ
と
に
あ
り
、
単
に

招
集
権
者
の
事
務
執
行
上
の
便
宜
に
尽
き
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
招
集
通
知
の
性
質
が
意
思
表
示
か

否
か
と
い
う
表
示
の
性
質
論
を
別
と
し
て
も
「
立
法
の
目
的
」
か
ら
す
れ
ば
受
信
主
義
を
至
当
と
す
る
と
説
く
富
井
の
立
論
に
は
説

得
力
が
あ
る
。

　
も
と
よ
り
梅
・
穂
積
が
力
説
し
、
富
井
自
身
も
肯
定
す
る
実
務
処
理
上
の
便
宜
と
い
う
問
題
は
、
無
視
で
き
な
い
要
因
で
は
あ
る
。

し
か
し
こ
れ
は
招
集
の
「
立
法
の
目
的
」
に
奉
仕
す
る
手
続
の
実
効
性
の
問
題
と
し
て
、
発
信
よ
り
到
達
に
至
る
各
段
階
に
応
じ
た

当
事
者
の
利
害
関
係
を
考
慮
し
て
解
決
を
図
る
べ
き
こ
と
で
あ
り
、
招
集
の
通
知
を
発
信
主
義
と
す
る
か
到
達
主
義
と
す
る
か
と
い

う
観
点
か
ら
一
刀
両
断
に
に
決
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
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立
法
論
と
し
て
考
え
る
と
、
梅
・
穂
積
が
主
張
す
る
よ
う
に
招
集
の
通
知
が
そ
の
発
信
の
み
で
有
効
に
成
立
し
、
到
達
を
必
要
と

し
な
い
と
す
れ
ば
、
招
集
す
る
側
に
と
り
事
務
処
理
が
簡
単
容
易
と
な
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
招
集
を
受
け
る
側
に
す
れ
ば

発
信
後
の
通
知
上
の
危
険
を
す
べ
て
負
担
す
る
こ
と
と
な
り
な
が
ら
、
こ
れ
を
回
避
す
る
手
段
が
な
い
。
通
知
が
到
達
し
た
場
合
に

も
、
会
日
前
五
日
と
い
う
期
間
は
、
通
信
期
間
の
経
過
に
よ
っ
て
削
減
さ
れ
て
通
知
の
目
的
た
る
議
決
権
行
使
の
準
備
は
保
証
さ
れ

な
い
こ
と
に
な
る
。
結
局
単
純
な
発
信
主
義
の
採
用
は
、
立
法
の
目
的
を
無
視
し
て
一
方
的
に
事
務
処
理
の
便
宜
に
偏
し
た
乱
暴
な

立
法
と
い
う
非
難
を
免
れ
な
い
。
一
定
期
間
内
の
「
発
信
」
と
い
う
技
術
的
要
請
を
現
実
に
貫
、
く
た
め
に
は
、
受
信
す
る
側
の
利
益

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

を
考
慮
し
て
、
発
信
の
方
法
を
明
確
化
す
る
一
方
、
会
日
と
発
信
と
の
間
隔
を
か
な
り
長
期
に
設
定
（
五
日
で
は
短
期
に
過
ぎ
る
）

す
る
な
ど
、
何
ら
か
の
立
法
的
手
当
て
を
必
要
と
す
る
で
あ
ろ
う
。

　
反
面
に
お
い
て
招
集
通
知
を
到
達
主
義
と
す
る
な
ら
ば
、
招
集
の
目
的
た
る
社
員
の
利
益
は
確
保
さ
れ
る
が
、
通
知
上
の
危
険
を

招
集
権
者
が
負
担
す
る
結
果
と
し
て
（
も
っ
と
も
招
集
権
者
は
招
集
の
方
法
の
選
択
に
よ
り
、
こ
の
危
険
を
回
避
に
努
力
し
得
る
可
能
性

あ
る
点
で
、
上
記
の
発
信
主
義
の
場
合
の
相
手
方
た
る
社
員
と
は
立
場
が
異
な
る
）
事
務
処
理
上
の
負
担
は
増
大
し
、
相
手
方
の
所
在
に

よ
り
到
達
の
日
時
が
区
々
に
な
り
、
会
日
の
設
定
が
困
難
と
な
る
結
果
を
免
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
単
純
な
到
達
主
義
の
採
用
は
可
能

で
あ
る
と
し
て
も
、
そ
の
実
用
性
に
限
界
が
あ
る
事
は
確
か
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
法
典
調
査
会
の
審
議
に
際
し
て
議
論
さ
れ
た
よ
う
な
発
信
主
義
・
到
達
主
義
の
二
者
択
一
は
、
立
法
論
と
し
て
は

現
実
に
は
か
な
り
無
理
な
選
択
を
迫
る
こ
と
に
な
る
。
多
数
の
、
し
か
も
遠
隔
地
に
あ
る
社
員
に
対
す
る
招
集
と
い
う
問
題
は
、
総

会
を
成
立
さ
せ
る
適
法
な
招
集
と
し
て
、
招
集
が
各
社
員
に
漏
れ
な
く
通
知
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
か
、
一
部
に
通
知
漏
れ
（
不
発
信

あ
る
い
は
発
信
す
る
も
不
到
達
あ
る
い
は
延
着
）
あ
っ
た
場
合
を
如
何
に
扱
う
か
（
一
部
無
効
と
全
部
無
効
の
関
係
の
処
理
、
あ
る
い
は
ま

た
無
効
か
取
消
か
の
処
理
方
法
の
選
択
）
と
言
っ
た
複
雑
な
課
題
を
孕
む
の
で
あ
り
、
単
純
に
発
信
主
義
・
到
達
主
義
の
採
否
に
よ
っ

て
結
論
を
導
く
こ
と
に
は
無
理
が
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
成
立
を
見
た
民
法
六
二
条
の
規
定
は
、
こ
の
点
甚
だ
杜
撰
で
あ
り
漢
然
た
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（
2
）
（
3
）
（
4
）

る
内
容
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。

総会招集通知と意思表示の効力発生時期

（
1
）
民
法
六
二
条
の
規
定
す
る
五
日
の
期
間
が
短
期
に
過
ぎ
る
こ
と
の
批
判
は
、
か
な
り
早
く
か
ら
一
般
に
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
富
井
・

民
法
原
論
一
巻
二
二
九
頁
は
、
招
集
は
意
思
表
示
で
は
な
い
か
ら
九
七
条
の
原
則
に
依
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
つ
つ
「
書
状
又
ハ
新
聞

広
告
等
二
依
リ
右
期
日
内
二
招
集
ノ
事
ヲ
発
表
ス
ル
ヲ
以
テ
足
レ
リ
ト
ス
ヘ
シ
」
と
発
信
主
義
を
採
り
、
「
但
五
日
前
ト
云
ウ
如
キ
期
間

　
ヲ
以
テ
ハ
遠
隔
ノ
地
二
在
ル
社
員
二
対
シ
テ
告
知
ノ
目
的
ヲ
達
ス
ル
能
ハ
サ
ル
コ
ト
往
々
之
ア
ル
ヘ
キ
カ
故
二
立
法
問
題
ト
シ
テ
ハ
固
ヨ

　
リ
短
期
二
失
ス
ル
モ
ノ
ト
断
言
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ヘ
シ
」
と
批
判
す
る
。
鳩
山
一
九
八
頁
は
「
五
日
前
ノ
期
間
ハ
立
法
論
ト
シ
テ
短
キ
ニ
失

　
ス
ル
ヲ
以
テ
定
款
二
適
当
ノ
期
問
ヲ
定
ム
ル
コ
ト
ニ
注
意
ス
ベ
シ
」
と
す
る
。
同
旨
の
指
摘
と
し
て
今
泉
一
六
九
頁
。
と
も
に
通
知
の
発

信
主
義
を
前
提
と
す
る
立
場
か
ら
の
立
論
で
あ
る
。

（
2
）
　
こ
の
点
に
付
き
商
法
二
二
四
条
は
株
式
会
社
の
株
主
に
対
す
る
通
知
に
つ
い
て
「
到
達
す
べ
か
り
し
時
に
到
達
し
た
も
の
と
看
倣

　
す
」
と
の
看
倣
し
規
定
を
設
け
、
同
二
三
二
条
一
項
は
株
主
総
会
の
招
集
通
知
に
付
き
、
「
会
日
よ
り
二
週
間
前
に
各
株
主
に
対
し
て
其

　
の
通
知
を
発
す
る
こ
と
を
要
す
」
と
周
到
に
規
定
を
設
け
て
い
る
こ
と
に
注
目
さ
れ
る
（
更
に
違
法
・
不
公
平
な
招
集
手
続
を
め
ぐ
る
紛

争
に
つ
い
て
は
商
法
二
四
七
条
一
項
一
号
が
取
消
訴
の
訴
訟
に
よ
る
解
決
を
予
定
す
る
）
。

　
　
こ
の
商
法
二
三
二
条
一
項
が
「
発
信
」
を
明
言
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
逆
に
民
法
六
二
条
の
招
集
通
知
を
同
様
に
発
信
主
義
と
解
す

　
る
手
が
か
り
と
す
る
解
釈
の
余
地
も
あ
り
そ
う
で
あ
る
が
、
期
間
の
起
算
点
を
発
信
と
す
る
こ
と
の
合
理
性
は
そ
れ
と
結
び
つ
く
期
間
の

　
長
短
と
も
関
連
す
る
の
で
、
二
週
間
前
に
発
信
を
要
求
す
る
こ
と
と
五
日
前
に
発
信
を
要
求
す
る
こ
と
と
は
、
通
知
の
相
手
方
た
る
社
員

　
の
利
害
に
大
き
な
差
が
あ
る
。
ま
た
仮
に
民
法
六
二
条
が
五
日
前
の
「
発
信
」
を
規
定
し
た
も
の
と
解
す
る
多
数
説
に
従
う
な
ら
、
取
引

　
の
迅
速
を
要
求
す
る
商
法
の
会
社
法
の
規
定
が
二
週
間
前
の
発
信
を
規
定
し
て
い
る
の
に
比
較
し
て
、
民
法
の
公
益
社
団
法
人
の
総
会
招

　
集
が
五
日
前
の
発
信
を
要
求
し
て
い
る
と
い
う
の
は
（
し
か
も
到
達
を
看
倣
す
規
定
も
民
法
に
は
な
い
）
、
如
何
に
も
均
衡
を
失
し
て
い

　
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
招
集
を
発
信
主
義
と
説
く
多
く
の
学
説
が
、
こ
の
五
日
と
い
う
期
限
を
短
期
に
失
す
る
も
の
と
立
法
論
と
し

　
て
批
判
し
て
い
る
こ
と
は
興
味
深
い
点
で
あ
る
。

（
3
）
招
集
を
受
け
る
相
手
方
た
る
社
員
の
利
益
を
顧
慮
し
た
立
法
趣
旨
よ
り
す
れ
ば
、
そ
し
て
民
法
九
七
条
が
到
達
主
義
の
原
則
を
採
っ

　
た
に
も
拘
ら
ず
六
二
条
の
文
言
に
変
更
を
加
え
な
か
っ
た
と
い
う
立
法
よ
り
す
れ
ば
、
神
戸
説
の
よ
う
に
会
日
五
日
前
の
「
通
知
」
を
会

　
日
五
日
前
の
「
到
達
」
と
解
釈
す
る
余
地
が
十
分
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
五
日
前
の
「
到
達
」
を
要
求
す
る
六
二
条
の
規
定
は
二

23



法学研究70巻1号（’97：1）

週
間
前
に
「
発
信
」
を
要
求
す
る
商
法
二
三
二
条
の
規
定
と
は
全
く
違
っ
た
意
味
合
い
と
な
る
こ
と
に
注
意
を
要
す
る
。
五
日
前
に
「
到

達
」
す
る
た
め
に
要
す
る
期
間
は
、
二
週
間
前
の
「
発
信
」
と
い
う
期
間
よ
り
も
短
い
と
は
限
ら
な
い
の
で
あ
り
（
し
か
も
「
到
達
」
を

擬
制
す
る
規
定
も
な
い
）
、
制
度
の
構
造
を
異
に
す
る
民
法
・
商
法
の
定
め
る
期
間
の
長
短
を
比
較
す
る
こ
と
は
無
意
味
な
こ
と
と
な
る
。

（
4
）
　
法
典
調
査
会
の
審
議
に
お
い
て
も
、
赤
十
字
社
の
よ
う
に
多
数
・
遠
隔
地
に
散
在
す
る
社
員
を
持
つ
大
規
模
な
社
団
に
つ
い
て
六
二

条
の
通
知
の
困
難
な
こ
と
は
意
識
さ
れ
て
い
た
が
、
か
か
る
「
例
外
的
」
社
団
に
つ
い
て
は
定
款
に
よ
る
と
の
意
向
で
審
議
が
進
行
し
た
。

　
し
か
し
定
款
に
処
理
を
委
ね
る
こ
と
が
六
二
条
の
規
定
自
体
を
合
理
化
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

24

四
　
関
連
問
題

　
招
集
通
知
の
「
発
信
」
と
「
到
達
」
を
め
ぐ
る
問
題
に
は
、

次
元
が
異
な
る
問
題
が
そ
の
底
流
に
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

従
来
論
議
さ
れ
た
「
発
信
主
義
」
と
「
到
達
主
義
」
と
の
対
立
と
は

こ
の
主
題
の
関
連
に
お
い
て
以
下
に
そ
れ
を
取
り
上
げ
て
見
た
い
。

　
O
　
期
間
遵
守
と
発
信
主
義
の
区
別
に
つ
い
て

　
意
思
表
示
の
効
力
発
生
要
件
（
≦
一
詩
の
鋤
ヨ
箒
己
と
し
て
の
発
信
・
到
達
の
問
題
と
、
期
間
遵
守
（
寄
3
冒
葺
眞
訂
ご
の
問
題
が

屡
々
混
乱
し
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
を
要
す
る
。
何
時
迄
に
発
信
を
要
す
る
と
の
規
定
は
民
法
典
中
に
散
在
す
る
（
例
え

ば
民
法
一
九
条
に
「
其
期
間
内
二
確
答
ヲ
発
セ
サ
ル
時
ハ
…
…
」
の
規
定
参
照
。
同
様
の
規
定
と
し
て
無
権
代
理
に
お
け
る
本
人
の
確
答
に
関

す
る
二
四
条
、
催
告
に
対
す
る
解
除
権
者
の
確
答
に
関
す
る
五
四
七
条
等
）
。

　
こ
れ
ら
の
規
定
は
屡
々
発
信
主
義
を
規
定
し
た
も
の
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
期
間
内
に
通
知
を
発
信
す
る
こ
と
の
意
味

は
、
当
該
規
定
の
立
法
目
的
か
ら
定
ま
る
の
で
あ
り
、
発
信
の
時
期
を
定
め
た
か
ら
と
い
っ
て
、
直
ち
に
そ
の
通
知
の
効
力
発
生
時

期
が
発
信
時
に
な
る
も
の
で
も
な
く
、
ま
た
必
ず
し
も
常
に
そ
の
通
知
の
効
力
の
た
め
に
到
達
を
要
し
な
い
と
の
意
味
と
は
断
定
出
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来
な
い
。
到
達
を
必
要
と
す
る
意
味
で
、
あ
る
い
は
到
達
の
時
点
で
効
力
発
生
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
意
味
で
は
到
達
主
義
の
原
則

に
立
ち
な
が
ら
、
な
お
期
間
内
の
発
信
を
必
要
と
し
て
い
る
場
合
が
充
分
に
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
期
間
遵
守
の
要
求
と
発
信
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）
（
2
）

義
・
到
達
主
義
の
区
別
と
は
同
一
視
で
き
な
い
。

　
前
に
見
た
よ
う
に
商
法
二
三
二
条
は
二
週
間
前
の
召
集
「
発
信
」
を
要
求
す
る
の
み
で
、
そ
の
通
知
の
効
力
発
生
の
た
め
の
「
到

達
」
の
要
否
を
直
接
に
規
定
し
て
い
な
い
（
期
間
遵
守
規
定
）
。
そ
こ
で
商
法
二
二
四
条
が
「
到
達
す
べ
か
り
し
時
」
に
「
到
達
」
し

た
も
の
と
看
倣
す
規
定
を
設
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
の
問
題
を
処
理
し
て
い
る
。
　
す
な
わ
ち
商
法
二
三
二
条
は
「
発
信
」
を
規
定

し
た
こ
と
に
よ
っ
て
「
到
達
」
の
要
否
の
問
題
が
一
挙
に
解
決
し
た
も
の
と
は
扱
っ
て
い
な
い
。
し
か
る
に
民
法
六
二
条
は
、
五
日

前
に
「
通
知
を
為
す
」
べ
き
こ
と
を
規
定
す
る
の
み
で
あ
る
か
ら
、
仮
に
こ
の
「
通
知
を
為
す
」
こ
と
を
「
発
信
」
と
解
し
て
も
、

そ
の
「
到
達
」
の
要
否
は
依
然
と
し
て
未
解
決
の
ま
ま
な
の
で
あ
る
。

（
1
）
　
こ
の
点
は
夙
に
神
戸
・
民
法
講
義
六
五
頁
以
下
が
、
民
法
一
九
条
一
項
後
段
に
規
定
す
る
無
能
力
者
の
確
答
の
「
発
信
」
に
関
し
て

正
確
に
指
摘
し
て
い
る
。
「
第
一
九
条
第
一
項
後
段
二
『
発
セ
サ
ル
時
』
ト
ア
ル
其
『
発
』
ノ
文
字
ヲ
取
リ
テ
、
多
数
説
ハ
之
ヲ
『
発
信

　
主
義
』
ナ
リ
ト
説
明
ス
レ
ド
モ
之
ハ
一
大
謬
見
ナ
リ
。
抑
々
発
信
主
義
ト
ハ
意
思
表
示
ノ
効
力
発
生
時
期
二
関
ス
ル
主
義
ノ
一
ニ
シ
テ
、

　
意
思
表
示
ハ
原
則
ト
シ
テ
其
発
信
ノ
時
二
其
効
力
ヲ
生
ズ
ル
モ
ノ
ト
ス
ル
主
義
ナ
リ
。
故
二
何
等
カ
ノ
意
思
表
示
ア
リ
テ
初
メ
テ
意
味
ヲ

持
ツ
主
義
ニ
シ
テ
、
意
思
表
示
無
キ
所
二
此
主
義
ノ
行
ハ
レ
ル
ル
余
地
無
キ
モ
ノ
ナ
リ
。
第
一
九
条
ガ
若
シ
『
発
シ
タ
ル
ト
キ
』
ト
規
定

　
ス
ル
ナ
ラ
バ
、
其
処
二
発
シ
タ
ル
意
思
表
示
存
在
ス
ル
ヲ
以
テ
、
其
意
思
表
示
ノ
効
力
ガ
何
時
発
生
ス
ベ
キ
ヤ
ニ
付
キ
、
発
信
主
義
モ
問

　
題
ト
ナ
リ
得
ベ
シ
ト
錐
モ
、
『
発
セ
サ
ル
ト
キ
』
ト
言
ウ
場
合
ニ
ハ
意
思
表
示
存
在
セ
ザ
ル
ガ
故
二
、
不
存
在
ノ
意
思
表
示
ノ
効
力
発
生

　
時
期
ヲ
問
フ
コ
ト
ハ
不
可
能
、
無
意
味
ニ
シ
テ
、
発
信
主
義
ヲ
云
々
ス
ル
余
地
ナ
シ
」
。

　
　
こ
の
神
戸
説
の
指
摘
は
、
単
に
「
発
シ
タ
ル
ト
キ
」
と
か
「
発
セ
サ
ル
ト
キ
」
と
云
う
文
言
の
問
題
で
は
な
く
、
問
題
と
な
る
法
規
が

　
期
間
に
ど
の
よ
う
な
意
味
を
付
与
し
て
い
る
か
に
着
目
し
て
い
る
点
で
重
要
な
の
で
あ
る
。

（
2
）
　
こ
の
期
問
な
い
し
時
期
の
問
題
と
発
信
・
到
達
主
義
の
問
題
は
、
角
度
を
変
え
て
民
法
九
七
条
の
発
信
主
義
と
五
二
六
条
の
契
約
の

　
成
立
時
期
の
関
係
で
も
現
れ
る
。
即
ち
通
説
は
承
諾
の
「
発
信
主
義
」
に
よ
り
「
契
約
の
成
立
時
期
」
を
導
く
が
、
承
諾
と
い
う
意
思
表

25



法学研究70巻1号（’97：1）

示
の
発
信
主
義
か
到
達
主
義
か
の
問
題
と
契
約
の
成
立
・
効
力
の
問
題
と
は
元
来
次
元
（
処
理
さ
れ
る
べ
き
問
題
）
を
異
に
す
る
こ
と
が
、

す
で
に
神
戸
説
に
よ
り
縷
々
説
か
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
（
神
戸
・
契
約
総
則
・
著
作
集
上
一
八
二
頁
以
下
参
照
）
。

　
口
　
通
知
の
了
知
と
発
信
・
到
達
の
問
題
に
つ
い
て

　
民
法
典
の
編
纂
過
程
を
顧
み
て
感
ず
る
こ
と
は
、
意
思
表
示
の
間
題
に
関
し
て
書
面
が
常
に
意
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
隔
地
者
間

の
表
示
に
つ
い
て
も
書
面
の
到
達
・
発
信
の
み
が
間
題
と
さ
れ
て
い
て
、
表
示
を
受
け
る
相
手
方
の
「
了
知
」
が
重
視
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
ド
イ
ツ
法
ス
イ
ス
法
等
と
異
な
り
対
話
者
間
の
表
示
に
つ
い
て
（
ま
し
て
電
話
に
つ
い
て
）
全
く
規

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）
（
2
）

定
を
欠
い
て
い
る
こ
と
と
無
縁
な
状
況
で
は
な
い
。

　
民
法
六
二
条
の
規
定
す
る
招
集
の
「
発
信
」
と
「
到
達
」
を
め
ぐ
る
論
争
は
、
実
質
的
に
は
招
集
の
通
知
を
受
け
る
社
員
の
側
の

議
決
権
行
使
上
の
利
益
H
招
集
の
「
到
達
」
を
前
提
と
し
た
招
集
内
容
の
「
了
知
」
の
間
題
で
あ
っ
た
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
六
二

条
は
招
集
の
方
式
に
つ
い
て
何
ら
の
規
定
を
設
け
て
い
な
い
か
ら
、
口
頭
・
電
話
に
よ
る
招
集
も
ま
た
問
題
と
な
る
は
ず
で
あ
る
が

（
対
話
者
間
の
口
頭
の
表
示
で
は
、
そ
の
成
立
・
効
力
の
上
で
「
了
知
」
の
問
題
が
直
ち
に
問
題
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
）
、
こ
の
間
題
は
ま

っ
た
く
意
識
さ
れ
な
い
ま
ま
審
議
は
終
結
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
民
法
九
七
条
に
関
す
る
法
典
調
査
会
の
論
議
に
お
い
て
た
ま
た
ま
使
者
が
問
題
と
な
る
ケ
ー
ス
で
も
、
そ
の
使
者
と
は
書
面
表
示

を
伝
達
す
る
場
合
の
使
者
－
飛
脚
と
か
使
者
に
依
る
承
諾
状
の
投
函
1
な
の
で
あ
る
。
六
二
条
の
規
定
す
る
総
会
招
集
の
通
知

で
も
、
梅
・
穂
積
等
が
法
人
側
の
理
事
そ
の
他
の
事
務
担
当
者
の
事
務
処
理
上
の
便
宜
の
た
め
に
通
知
書
を
出
し
さ
え
す
れ
ば
良
い
、

と
し
て
発
信
者
の
側
の
便
宜
を
特
段
に
考
慮
を
し
て
い
る
こ
と
は
、
常
に
書
面
の
み
を
意
識
し
た
現
象
と
云
え
よ
う
。
社
員
の
利
益

保
護
と
い
う
立
法
の
目
的
か
ら
言
え
ば
受
信
主
義
に
依
る
べ
き
と
説
く
富
井
も
「
社
員
多
人
数
ニ
シ
テ
且
遠
隔
地
二
住
ス
ル
者
ヲ
モ

招
集
セ
ヘ
キ
モ
ノ
ト
セ
ハ
便
宜
上
或
ハ
通
知
ヲ
発
シ
タ
ル
ノ
ミ
ヲ
以
テ
足
レ
リ
ト
ス
ル
コ
ト
至
当
ナ
ル
ヘ
シ
」
（
六
七
〇
頁
）
と
発
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信
主
義
に
譲
歩
す
る
。
当
事
者
間
の
利
益
考
量
が
、
立
法
に
際
し
て
い
か
ほ
ど
に
達
成
さ
れ
て
い
た
か
は
問
題
な
の
で
あ
る
。

　
結
局
か
か
る
論
議
の
末
に
成
立
し
た
民
法
六
二
条
の
解
釈
と
し
て
、
さ
し
あ
た
り
発
信
主
義
と
到
達
主
義
と
の
こ
者
択
一
的
結
論

を
出
す
し
か
な
い
と
す
れ
ば
、
そ
の
答
は
ど
う
な
る
か
。
問
題
は
社
員
の
利
益
と
招
集
権
者
の
利
益
と
の
衝
突
を
ど
の
よ
う
に
民
法

は
判
定
し
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
社
員
総
会
が
社
団
内
部
に
お
け
る
最
高
の
決
定
権
限
あ
る
機
関
で
あ
り
、
社
員

総
会
の
決
議
に
理
事
が
従
う
べ
き
こ
と
当
然
と
す
る
現
行
制
度
の
下
に
お
い
て
は
、
総
会
の
招
集
制
度
が
本
来
は
社
員
の
議
決
権
の

行
使
に
奉
仕
す
る
制
度
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
そ
の
制
度
の
実
効
性
を
保
証
す
る
合
理
的
手
続
き
と
い
う
意
味
で
、
招
集
手
続

の
「
便
宜
」
は
重
要
で
あ
る
。

　
通
知
に
よ
り
社
員
の
総
会
に
お
け
る
議
決
権
行
使
の
準
備
を
図
る
と
い
う
制
度
本
来
の
狙
い
実
現
す
る
た
め
に
は
、
会
日
「
五

日
」
前
の
「
発
信
」
で
足
り
「
到
達
」
を
要
し
な
い
と
す
る
通
説
の
解
釈
は
、
到
底
採
り
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
総
会
出
席
の
要
否
・

議
決
権
行
使
の
準
備
と
い
う
社
員
の
判
断
は
、
通
知
内
容
の
「
了
知
」
を
前
提
と
し
て
初
め
て
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、
一
定

期
間
の
「
発
信
」
と
い
う
理
事
側
の
事
務
処
理
上
の
技
術
的
要
請
の
解
決
だ
け
で
は
不
十
分
で
、
「
到
達
」
H
了
知
可
能
性
ー
と
い

う
社
員
側
の
要
請
に
対
し
て
、
な
お
何
ら
か
の
対
応
を
必
要
と
す
る
。

　
仮
に
こ
の
立
場
の
力
説
す
る
会
日
五
日
前
の
「
発
信
」
と
い
う
前
提
を
招
集
権
者
の
便
宜
の
た
め
に
不
動
の
も
の
と
し
て
採
る
限

り
は
、
論
者
が
自
ら
認
め
る
よ
う
に
「
五
日
」
と
い
う
期
間
は
、
社
員
の
議
決
権
行
使
の
利
益
に
は
余
り
に
残
酷
な
制
限
で
あ
り
、

早
急
な
改
正
を
必
要
と
す
る
悪
法
と
い
う
こ
と
に
な
る
（
近
時
の
通
信
制
度
の
発
達
が
通
知
到
達
に
要
す
る
時
間
を
著
し
く
短
縮
し
た
こ

と
は
事
実
で
あ
る
が
全
て
の
社
員
が
適
切
な
連
絡
手
段
を
常
に
利
用
で
き
る
と
い
う
保
証
は
な
い
）
。
ま
た
こ
の
解
釈
は
、
前
述
の
よ
う
に

書
面
以
外
の
通
知
方
法
に
つ
い
て
は
解
答
不
能
で
あ
る
。

　
そ
れ
と
同
時
に
、
「
発
信
」
は
直
ち
に
「
到
達
不
要
」
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
商
法
二
二
四
条
に
類
し
た
］
定
期
間

経
過
後
に
お
け
る
「
到
達
」
の
擬
制
な
い
し
推
定
の
規
定
を
も
必
要
と
す
る
で
あ
ろ
う
。
更
に
ま
た
他
の
社
員
を
含
め
た
社
団
法
人
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全
体
の
法
律
関
係
の
確
実
を
期
す
る
た
め
に
は
、
商
法
二
四
七
条
の
規
定
す
る
決
議
取
消
の
訴
の
よ
う
な
個
別
的
招
集
手
続
き
の
蝦

疵
を
適
切
に
処
理
す
る
た
め
の
手
段
が
必
要
な
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
こ
れ
ら
の
法
的
手
だ
て
が
欠
け
て
い
る
現
行
法
の
現
状

に
お
い
て
は
、
結
局
は
定
款
に
合
理
的
な
招
集
手
続
き
を
用
意
す
る
し
か
、
対
処
す
る
方
法
が
な
い
と
言
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
そ
れ
に
対
し
て
会
日
五
日
前
の
「
到
達
」
を
要
す
る
と
の
解
釈
に
依
れ
ば
、
書
面
・
口
頭
、
隔
地
者
・
対
話
者
と
い
う
通
知
方
式

の
種
類
を
問
わ
ず
本
条
の
適
用
が
可
能
で
あ
り
、
通
知
を
受
け
る
社
員
の
利
益
を
図
る
と
い
う
制
度
目
的
の
実
現
は
確
実
で
あ
る
。

し
か
し
こ
の
方
式
は
、
立
法
当
時
に
予
想
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
小
規
模
の
祉
団
に
つ
い
て
は
と
も
か
く
、
多
数
の
社
員
が
遠
隔
地
に
散

在
す
る
大
規
模
の
現
在
の
多
く
の
社
団
に
と
っ
て
は
甚
だ
実
用
的
で
な
い
こ
と
を
認
め
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
の
立
場
に
お
い
て
は

「
五
日
」
の
期
間
は
問
題
な
い
と
し
て
も
、
相
当
な
期
間
経
過
後
に
「
到
達
」
を
擬
制
・
推
定
す
る
手
段
が
必
要
と
な
る
で
あ
ろ
う

し
、
決
議
取
消
の
制
度
が
必
要
な
こ
と
も
同
様
で
あ
る
。

　
あ
る
い
は
第
三
の
道
と
し
て
、
書
面
通
知
に
つ
い
て
は
会
日
五
日
の
「
発
信
」
を
要
す
る
（
期
間
遵
守
の
要
求
）
と
と
も
に
通
知

の
効
力
発
生
に
は
「
到
達
」
を
要
す
る
と
解
す
る
余
地
も
あ
ろ
う
か
（
こ
の
よ
う
に
解
す
れ
ば
通
知
は
「
到
達
」
を
要
す
る
点
で
社
員

の
利
益
を
図
り
な
が
ら
、
会
日
五
日
前
と
い
う
一
律
の
「
発
信
」
時
期
に
よ
り
招
集
権
者
の
便
宜
に
叶
う
こ
と
に
は
な
る
。
但
し
書
面
以
外
の

通
知
に
関
し
て
は
依
然
と
し
て
問
題
を
残
す
し
、
「
五
日
」
と
い
う
短
期
間
に
発
信
を
結
び
つ
け
る
非
合
理
性
は
解
消
し
な
い
）
。
い
ず
れ
の

解
釈
に
依
る
に
も
せ
よ
、
さ
し
あ
た
り
定
款
に
よ
る
自
主
的
な
解
決
を
期
待
し
つ
つ
、
立
法
の
不
備
を
正
面
か
ら
認
め
て
早
期
の
改

正
を
期
待
す
る
他
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
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（
1
）
対
話
者
あ
る
い
は
電
話
に
よ
る
申
込
の
承
諾
能
力
に
関
す
る
ド
イ
ツ
民
法
一
四
七
条
一
項
、
ス
イ
ス
債
務
法
四
条
参
照
。

（
2
）
　
対
話
者
H
目
前
の
相
手
方
（
国
詩
鼠
ヨ
凝
＜
9
零
毎
2
N
仁
零
お
o
戸
O
①
ω
一
9
欝
仁
O
窃
8
耳
）
に
　
対
す
る
口
頭
H
非
化
形
的

意
思
表
示
（
＝
昌
お
詩
α
6
R
冨
国
詩
証
毎
コ
鵬
）
に
お
い
て
は
、
そ
の
場
に
お
け
る
相
手
方
の
現
実
の
了
知
が
意
思
表
示
の
効
力
発
生
の
上

　
で
重
要
な
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
到
達
」
H
書
面
の
到
達
に
よ
る
よ
う
な
相
手
方
の
将
来
の
了
知
可
能
性
は
保
証
さ
れ



な
い
か
ら
で
あ
る
。
口
頭
の
意
思
表
示
と
い
う
事
物
の
性
質
か
ら
し
て

「
了
知
」

と
切
り
離
し
た
「
到
達
」
は
無
意
味
な
の
で
あ
る
。

総会招集通知と意思表示の効力発生時期

五
　
結
　
び

　
総
会
招
集
の
通
知
の
「
発
信
」
と
「
到
達
」
を
め
ぐ
る
従
来
の
論
争
は
、
実
は
単
な
る
「
招
集
状
」
と
い
う
書
面
の
物
理
的
な
発

信
・
到
達
の
問
題
で
は
な
く
、
元
来
誰
の
た
め
に
何
を
通
知
す
る
か
と
い
う
通
知
内
容
に
関
わ
る
問
題
、
即
ち
通
知
の
向
け
ら
れ
た

相
手
方
の
「
了
知
」
あ
る
い
は
了
知
可
能
性
と
し
て
の
「
到
達
」
の
問
題
で
あ
る
こ
と
に
立
ち
戻
っ
て
考
え
直
す
必
要
が
あ
ろ
う
。

か
つ
て
民
法
六
二
条
の
解
釈
と
し
て
五
日
前
の
発
信
で
足
り
る
と
す
る
多
数
説
に
反
対
し
、
招
集
通
知
は
五
日
前
の
到
達
を
必
要
と

す
る
主
張
し
た
神
戸
学
説
の
学
問
的
そ
し
て
実
践
的
意
義
は
、
こ
の
本
源
的
な
観
点
よ
り
も
う
一
度
再
評
価
す
る
べ
き
も
の
が
あ
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
法
典
調
査
会
の
審
議
過
程
に
お
け
る
論
議
を
回
顧
す
る
と
、
上
述
し
た
よ
う
に
そ
の
立
法
の
不
備
は
覆
い
難
い
も
の
が
あ
る
と
、
言

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
現
行
法
の
不
備
は
不
備
と
し
て
、
そ
の
欠
陥
を
あ
る
が
侭
に
正
面
か
ら
正
確
に
認
識
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

問
題
は
そ
こ
に
取
り
残
さ
れ
た
場
面
の
処
理
に
あ
る
。
そ
れ
に
対
応
し
た
適
切
な
規
範
を
発
見
す
る
こ
と
が
、
そ
の
後
の
、
そ
し
て

現
在
の
学
説
に
負
わ
さ
れ
た
理
論
的
・
実
践
的
課
題
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
成
八
年
八
月
末
H
稿
）
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